
使用例） 

 



【性格を読む】 

１．出生図を拡大し、「室解説」を開く。 

  
２．「第１室（1st.h）」に入っている「惑星（記号）」及び、「星座（番号）」の解説を開く。 
３．「星座解説」から【支配星】を読み、「惑星」の解説を開く。 

    

惑星が室に入ってい

ない場合は、下記のよ

うに「星座（番号）」

から【支配星】を読み、

その惑星が入ってい

るとみなす。 

４．性格を読む。 
① 【室×惑星＝イメージ】 
『性格は太陽である』⇒ プライドが高い、威厳がある、トップを目指す、時間厳守、明晰な判断力、 
楽観的、心が広い、独り善がり、過大な野心、見栄っ張り、エゴ、浪費家、苛立つ 
『性格は火星である』⇒ 高度な知能、分析力、心を見抜く能力、言葉をうまく使う能力、他人の欠点を 
見出す能力、考えすぎ、不安、せっかち、宿命論的、神経過敏 
『性格は木星である』⇒ 寛容、統率力、楽観的、陽気、ユーモアのセンス、鋭い観察力、規律と秩序を 
重んじる、誇大妄想、権力欲、家で独裁的、飽きっぽいハードワーカー、異性に対する弱さ 



 
② 【室×星座＝イメージ】 
『性格は射手座である』⇒ 哲学的、宗教的、慈愛、気前がいい、正直、直感力、協力、偏見がない、 
感情豊か、友好的、楽観的、お喋り、短気、ギャンブル好き、茶化す、一箇所に留まれない 

５．総合的に性格をイメージする。 
【解説（例）】 
とてもプライドが高く威厳があり、しかも頭が良い。さらに、分析力・判断力・決断力・直観力にも優れており、 
話も大変上手な為、組織のトップになれる資質がある。但し、せっかちで飽きっぽい為、なかなか一つのことを 
長く続けることができない。 



【適職を読む】 

６．出生図を拡大し、「室解説」を開く。 

 

   
７．「第１室（1st.h）」に入っている「惑星（記号）」及び、「星座（番号）」の解説を開く。 
８．「星座解説」から【支配星】を読み、「惑星」の解説を開く。 



   

惑星が室に入ってい

ない場合は、下記のよ

うに「星座（番号）」

から【支配星】を読み、

その惑星が入ってい

るとみなす。 

       

９．適職を読む。 
【室×惑星＝イメージ】 
『富は月である』⇒ 女性、人気、香り、水、ハーブ、詩や音楽 
『富は土星である』⇒ 縮小、抑圧、安定、困難、停滞、召使、悲しみ、苦悩、長老 
『仕事は水星である』⇒ スピーチ、合理性、通信、商人、数学、印刷、医療従事者、占星術、心理学、 



ギャンブル、旅行家 
『収入は金星である』⇒ 愛、結婚、宝石、音楽、踊り、美的センス、優雅 

１０．総合的に適職をイメージする。 
【解説（例）】 
美や芸術・音楽・人気・スピーチ（話すこと）・香りやハーブ（癒し）に関係した仕事で、頭を使う。 
性格から考えると、それらを独立して行う事業家と思われる。例えば、芸能人・エステサロンの経営・ 
芸能プロダクションの経営などが考えられる。 



【罹りやすい病気を読む】 

１．出生図を拡大し、「室解説」を開く。 

     

２．「第 6・８室（6th.h・8th.h））」に入っている「惑星（記号）」及び、「星座（番号）」の解説を開く。 
３．「星座解説」から【支配星】を読み、「惑星」の解説を開く。 

  

惑星が室に入ってい

ない場合は、下記のよ

うに「星座（番号）」

から【支配星】を読み、

その惑星が入ってい

るとみなす。 

 



   

４．罹りやすい病気を読む。 
【室×惑星＝イメージ】 
『病気は金星である』⇒ 腎臓、生殖器、泌尿器、目、喉（腎臓、膀胱、生殖器） 
『慢性病は木星である』⇒ 肝臓病、皮膚病、関節痛、心臓病、糖尿病（肝臓、胆嚢） 
『慢性病は月である』⇒ 神経系、心臓病、消化器系（胃腸、心臓、腎臓） 

５．総合的に罹りやすい病気をイメージする。 
【解説（例）】 
上記の部分が罹りやすい病気であり、全体的に見ると「循環器系」が弱いようである。特に性格から考えると、 
とてもハードな生活をしていると考えられる為、疲れやすく、慢性的に「肝臓・腎臓」が悪い可能性がある。 
又、食生活も乱れやすくなる為、胃腸にも負担がかかり、気をつけなければならないようである。 

６．病気に罹りやすい時期をダシャーから読む。 



   

【解説（例）】 
慢性病の室に「木星」が入っている。木星は、「拡大・ハードワーク」を意味する為、木星の影響が強い時期が 
病気に罹りやすいと思われる。ダシャーを読むと、「３０歳～４６歳」が最も可能性が高いと思われる。 
又、年齢的にも働き盛りである。さらにトップを目指す性格と備わった資質から、この木星の時期に人生の最も 
忙しい時期を迎えると考える。 
以上のことから、「木星―金星」「木星―月」の時期「３８歳～４２歳」が最も病気に注意しなければならない 
時期であると思われる。 


